
感染症情報 ５月５日～１１日

②溶連菌感染症

④咽頭結膜熱

２１１例（堺市 

１０４例（堺市 ８例）
６０例（堺市 ６例）

報告数による順位。前週比１５．５％減の１，８１５件。今回もゴー
ルデンウィークを含んでいることを考慮する必要がある。感染性胃
腸炎が府下で前週から２１％減、堺市で前週７９例→今回６４例。
溶連菌感染症が府下で１％増、堺市で前週２４例→今回２０例。伝
染性紅斑が府下で１４％増、堺市で前週３例→今回１３例。咽頭結
膜熱が府下で９％増、堺市で前週１０例→８例であった。
インフルエンザが府下で前週１６９例→今回１６１例は５％減。堺
市は前週５例→今回６例。
全数把握疾患の百日咳は大阪府で６２例→８１例は３１％増、堺
市は０例→３例であった。今年に入ってからの府内の累積報告数
は１，００６例と千人を超えた。

２０例）
③伝染性紅斑 １３８例（堺市 １３例）

６４例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８６医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 １，１８８例（堺市

１６１例（堺市インフルエンザ ６例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

２１８例（堺市新型コロナウイルス感染症 １２例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で１２％減、定点当たり
０．８５→０．７５。堺市で１６例→１２例、定点当たり０．６４→０．４８。

大阪府定点 ０．７５ 堺市定点 ０．４８

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤突発性発疹

府下２９２医療機関（堺市２５）から

９，５５６例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 ９５４例）
大阪府定点 ３２．７３ 堺市定点 ３８．１６

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より１７％減、定点当たり
３９．３５→３２．７３、堺市で前回より２０％減、定点当たり４７．５２→
３８．１６であった。
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